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足立区立第四中学校 夜間学級 概要

１ 生徒数・教職員数（令和６年５月１４日時点）
生徒数 ：３９名（足立区外から９名）
教職員数：３３名（栄養士、校医、通訳等を含む。）

（うち常勤教員１５名（校長、副校長を含む。））

２ 時間割
右表のとおり。
他に、遠足、修学旅行、運動会等の行事がある。

３ 沿革
昭和26年 開設
昭和46年 日本語学級開設
昭和49年 夜間学級専用教室設置
平成３年 日本語学級が２学級に
平成９年 日本語学級が３学級に
令和３年 開設70周年目

男 女 合計

一般学級※ ６ ７ １３

日本語学級※ １４ １２ ２６

合計 ２０ １９ ３９

生徒数内訳 （人）

第１時限 17:30～18:10

第２時限 18:15～18:55

給 食 18:55～19:30

第３時限 19:30～20:10

第４時限 20:15～20:55

清 掃 20:55～21:00

学 活 21:00～21:10

時間割

※
一般学級：９教科の授業を行う
日本語学級：国語（日本語）、技能教科の授業を行う

日本 中国 フィリピン モンゴル 他 合計

１３ １６ ５ ２ ３ ３９

国籍別生徒数内訳 （人）

2



足立区立第四中学校夜間学級

夜間学級校舎案内図（１階） 
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日本語学級一般学級

昼間部教室の半分の大きさで１クラスとしている。



〈一般学級における指導の状況〉

○一般学級 A～D組
国語の習熟度でクラス分けを実施 D組が一番高い

〇年齢差や個人差による習熟度の違いを踏まえ少人数
による指導等、教材や指導形態を工夫している。

〇不登校等経験者や特別な支援が必要な生徒に対し、
個別指導・教育相談を充実させている。

○高校進学希望者等は始業前から登校し、個別学習を
実施している。



〈日本語学級における指導の状況〉

○日本語学級 １～５組
日本語の習熟度でクラス分けを実施 １組が一番高い

・２～５組は日本語の授業の他、実技教科（音楽、
体育、美術、技術/家庭）を週１回実施

・１組は一般学級への橋渡しクラスとして、５教科
を週１時間実施している。

・本校は随時入学のため、追い上げクラスとして、
６組を設定している。



〈日本語学級における指導の状況〉

〇 日本語習熟度の違いを踏まえ、独自の教材の他、
自主作成教材や指導形態を工夫している。

〇 漢字の学習は、漢字圏の生徒と非漢字圏の生
徒を６か所に分けて、週２回指導。

○ 始業前１５時頃から登校し、補習的な個別指
導を実施している。



足立区立第四中学校夜間学級 授業編成

※ 夜間学級の教育課程は標準授業時数の7割程度（一日4時間×5日）
特別な教育課程で実施している。
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時間割と教員分担について（一般学級）
Aクラス

校時 時間 月 火 水 木 金

1
17:30
～

18:10

英語 国語 理科 美術 社会

A/B/C E I K・J H

2
18:15
～

18:55

国語 社会 英語
技術/
家庭科

数学

D H A/B/C L/M U/G

給食１８：５５～１９：３０

3
19:30
～

20:10

国語 国語
音楽／
体育

国語 国語

E D B／J・H D E

4
20:15
～

20:55

数学 理科
体育／
音楽

国語 四中
タイム

F/G I J・H／B E

Dクラス

校時 時間 月 火 水 木 金

1
17:30
～

18:10

数学 国語 英語
技術/
家庭科

数学

G・N O A/B/C L/M F・G

2
18:15
～

18:55

英語 数学 国語 社会 美術

A/B/C F・N D Q K・H

給食 １８：５５～１９：３０

3
19:30
～

20:10

英語 理科
音楽／
体育

理科 国語

A/B/C P B／J・H P O

4
20:15
～

20:55

国語 社会
体育／
音楽

国語 四中
タイム

D Q H・E／B D



時間割と教員分担について（日本語学級）

４組

校時 時間 月 火 水 木 金

1
17:30
～

18:10

日本語 日本語 日本語 日本語 漢字

T T T P I/T/P O/R/U

2
18:15
～

18:55

日本語 日本語
技術/
家庭科

美術 日本語

P T L/M K・T A

給食 １８：５５～１９：３０

3
19:30
～

20:10

日本語
体育／
音楽

日本語 会話 日本語

P J・H/B P T・F A

4
20:15
～

20:55

漢字
音楽／
体育

日本語 日本語 四中
タイム

I/T/P O/R/U B/J・H A T

1組

校時 時間 月 火 水 木 金

1 17:30
～

18:10

日本語 理科
技術/
家庭科

日本語 漢字

R I L/M S I/T/P O/R/U

2
18:15
～

18:55

社会 日本語 日本語 日本語 日本語

H E E S R

給食 １８：５５～１９：３０

3
19:30
～

20:10

日本語
体育／
音楽

英語 日本語 美術

S J・E/B A/C E K・R

4
20:15
～

20:55

漢字
音楽／
体育

数学 日本語 四中
タイム

I/T/P O/R/U B/J・E F/G R



クラス分けについて

年２回 ４月と９月に実施

一般学級 国語テスト

小学校高学年程度

中学校１年程度



クラス分けについて
日本語学級 日本語テスト



足立区立第四中学校夜間学級

夜間学級校舎案内図（１階） 
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日本語学級一般学級

昼間部教室の半分の大きさで１クラスとしている。



６組について
６組

校時 時間 月 火 水 木 金

1
５：３０

～
６：１０

相談室 ６組 技術/家庭科 ６組 漢字

J G L/M G I/T/P O/R/U

2
６：１５

～
６：５５

相談室 ６組 相談室 ６組 ６組

F P J D T

給食６：５５～７：３０

3
７：３０

～
８：１０

相談室
体育／
音楽

相談室 ６組 美術

H J・E/B I U K・R

4
８：１５

～
８：５５

日本語
音楽／
体育

相談室 ６組 四中
タイム

I/T/P O/R/U B/J・E E B



使用テキスト
 足立区立第四中学校自主教材『にほんご』『にほんごれんしゅう』







デジタル教材
（助詞の問題練習）



フォームで問題作成

・自動で答え合わせ

・繰り返し何度でも

・共有化 どのクラスでも



助詞カード
感覚的に助詞の働きを示す



不登校生徒について



夜間学級全教員による区内中学校訪問

１ 目 的

・夜間学級の教育活動について理解を深める機会と

 する。

・各中学校3年生不登校生徒の進路選択の一つとして

 理解する機会とする。

・各校保護者(外国籍等)の中で母国の義務教育を受

 けていない方への夜間学級を紹介する一助とする。

２ 方 法

 夜間学級教員が区内中学校へ訪問し、

 第３学年教員等から聞き取りを行う。



夜間学級全教員による区内中学校訪問

３ その他

区中学校校長会、副校長会にて訪問についての依頼
（７月）

区中学校副校長会にて夜間学級についての概略説明
（９月）

訪問終了後から、随時学校見学・体験生徒の受け入れ

１月より、体験授業の実施（１日から１週間程度）



中学校訪問の共通理解項目

中学校訪問について、以下の確認をお願いします。
１．次の項目についてのご紹介をお願いします
○２０１５年文科省通知により、既卒者であっても不登
校により実質的に義務教育を受けていない方が、学び
直しの為に入学できるようになった。

○入学できる年齢は、学齢を越えた１５歳以上。
○学級が二種類（日本語学級と一般学級）ある。
○９教科、道徳、総合的な学習の時間を設けている。日
本語の分からない生徒は平仮名から学べる。

○文化祭、遠足、移動教室、都内夜間学級との合同運動
会等、行事あり



中学校訪問の共通理解項目

○中学校の卒業証書を（既卒者にも）出す。
○１７：２０～２１：０５ 清掃・給食あり
○自主的に早い時刻に登校して学習する生徒もいる。
○原則、毎日出席（遅刻・早退・欠席は×）
○中学校在籍時に不登校等であっても入学できる。
○国籍は不問
○試験登校期間がある。（既卒者は４週間）
○授業料は無償
教材費（約３0,000円/年）その他、修学旅行費は別
途徴収する。

○就学援助等も年齢にかかわりなく、収入によって受
けることができる場合もある。



中学校訪問の共通理解項目

○幅広い年齢の生徒、外国籍の生徒と共に学習してい
るので、多くの事柄を学ぶことができる「社会的な
学習の場」ともなっている。

○中学校在籍時に不登校であった生徒も、卒業後に高
校進学（全日制・単位制・定時制）をしている。

２．中学校からの質問について
その場で答えることが難しい質問に対しては、持ち
帰り検討した後に回答する。

３．その他
生徒だけでなく、外国籍の保護者自身が入学に関心
があれば、紹介してもらうように話す。



足立区内から足立区立第四中夜間学級への入学者

令和５年度は、区内６校 他市1校より7名が入
学した。また、令和６年度は、区内５校より６
名（高等学校中退者１名含む）が入学した。

平成２８年度からでは累計３８名となった。



あだち日本語学習ルームとの連携

・あだち日本語学習ルーム

（保木間小学校・第六中学校・第十二中学校）各ルームの
指導者と、足立区立第四中学校夜間学級教員との合同研修
会の実施。

・あだち日本語学習ルーム卒業生による、学習ルーム訪問
の実施。



成果１

「区内中学校訪問」で各中学校を訪問する

ことで「夜間学級を周知」することができた。

その結果、不登校等「学び直し」を検討

している生徒の入学が増加した。



成果２

中学校３年生で「日本語を母語としない生徒」の

進学先として、「夜間学級」という選択肢ができ

た。

学齢の不登校生徒においても、多文化、多国籍

異年齢の少人数指導を実施している夜間学級では、

休まずに登校することができた。



課題 学び直しの生徒について

・特別な支援を必要としている生徒の急増。

・SC,SSW等、心理・福祉の専門職員がいない。



NPO法人との連携



課題 学齢生徒の受入について

〈安全面〉

・下校時刻が２１時過ぎとなってしまう。

・校外学習、連合行事等への参加時の怪我への対処。

〈学習面〉

・連続した登校ではないため、計画的な学習指導がで

きない。

〈その他〉

・働きながら、毎日登校している生徒と整合性がと

れない。




